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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 14日 (2005.2.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ホ ッ パ ー (1)か ら １ つ ず つ 送 り 出 さ れ る デ ィ ス ク (d)を 一 列 に 並 べ て 誘 導 す る 案 内 装
置 (8)を ホ ッ パ ー (1)に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け た デ ィ ス ク の 案 内 装 置 に お い て 、 前 記 案 内 装 置
(8)は 、 案 内 通 路 (8p)の 下 端 部 に 相 対 し て デ ィ ス ク (d)の 保 持 装 置 (13)を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る デ ィ ス ク の 案 内 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ホ ッ パ ー (1)か ら １ つ ず つ 送 り 出 さ れ る デ ィ ス ク (d)を 一 列 に 並 べ て 誘 導 す る 案 内 通
路 （ p） を 有 す る 案 内 装 置 (8)を ホ ッ パ ー (1)に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け た デ ィ ス ク の 案 内 装 置
に お い て 、 前 記 案 内 装 置 は 、 回 転 デ ィ ス ク (4)に よ っ て 送 り 出 さ れ た デ ィ ス ク (d)を 垂 直 上
方 へ 方 向 を 変 え 、 か つ 、 前 記 ホ ッ パ に 取 り 付 け ら れ た 湾 曲 部 案 内 装 置 (7)、 及 び 、 前 記 湾
曲 部 案 内 装 置 の 上 端 部 に 固 定 装 置 (9)に よ っ て 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 垂 直 上 方
へ 延 び る 直 線 部 案 内 装 置 (8)に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 湾 曲 部 案 内 装 置 は 前 記 固 定 装 置 に よ
る 固 定 が 解 除 さ れ た と き 、 前 記 案 内 通 路 内 の 前 記 デ ィ ス ク の 面 に 対 し て 直 交 方 向 に 移 動 可
能 で あ り 、 前 記 デ ィ ス ク の 保 持 装 置 (13)が 前 記 直 線 部 案 内 装 置 の 案 内 通 路 (8p)の 下 端 部 に
相 対 し て 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク の 案 内 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 装 置 は 、 補 強 装 置 (10)及 び 締 結 装 置 (11)か ら 構 成 さ れ 、 前 記 補 強 装 置 は 、 前 記 直
線 部 案 内 装 置 に 固 定 さ れ 、 か つ 、 前 記 デ ィ ス ク の 面 に 対 し て 直 交 方 向 に 延 び る 軸 受 (10a、
10b)に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 補 強 板 (10e)を 含 み 、 前 記 締 結 装 置 は 、 前 記 補 強 板 の 下
端 部 を 前 記 湾 曲 部 案 内 装 置 の 上 端 部 に 前 記 直 線 部 案 内 装 置 の 下 端 部 と 共 に 固 定 す る ボ ル ト
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の デ ィ ス ク の 案 内 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 保 持 装 置 が 、 前 記 直 線 部 案 内 装 置 、 前 記 軸 受 、 前 記 補 強 板 及 び 前 記 ボ ル ト で 形 成 さ れ
る ト ラ イ ア ン グ ル 空 間 (12)に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 「 請 求 項 ３ の デ ィ ス ク の 案
内 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に か か る デ ィ ス ク の 案 内
装 置 は 以 下 の よ う に 構 成 さ れ る 。 ホ ッ パ ー か ら １ つ ず つ 送 り 出 さ れ る デ ィ ス ク を 一 列 に 並
べ て 誘 導 す る 案 内 装 置 を ホ ッ パ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け た デ ィ ス ク の 案 内 装 置 に お い
て 、 前 記 案 内 装 置 は 、 案 内 通 路 の 下 端 部 に 保 持 装 置 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス
ク の 案 内 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 サ ポ ー ト 板 8d、 8eと 補 強 板 10eと に 囲 ま れ た 楔 形 の 空 間 12が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、
サ ポ ー ト 板 8d、 8e、 軸 受 10b、 10c、 ピ ン 10d、 補 強 板 10e及 び 締 結 装 置 11、 す な わ ち 、 蝶 ボ
ル ト 11a、 11bで ト ラ イ ア ン グ ル を 構 成 す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 案 内 装 置 7と 直 線 部
案 内 部 8と の 締 結 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 補 強 板 10eの 中 央 部 に は 、 開 口 10fが 形
成 さ れ 、 保 持 装 置 13の の ぞ き 窓 及 び 作 業 用 の 開 口 の 機 能 を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 結 果 と し て 、 デ ィ ス ク dは ボ ー ル 13dに よ っ て ベ ー ス 板 8aに 押 し 付 け ら れ て 落 下 を 阻 止 さ
れ る 。 ボ ー ル 13dは 、 鉄 製 で あ っ て 、 周 面 は メ ッ キ が 施 さ れ て い る 。 ス ト ッ パ 13cは 、 第 ２
案 内 通 路 8p内 の デ ィ ス ク dの 落 下 を 防 止 す る 機 能 を 有 し て れ ば 、 他 の 構 造 の も の を 採 用
す る こ と が で き る 。 ス ト ッ パ 13cは 、 楔 型 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 保 持 装 置 13は 、 第 ２ 案 内 通 路 8p内 の デ ィ ス ク dの 落 下 を 防 止 す る た め 、 可 及 的 に 下 位 に
取 り 付 け る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、 固 定 装 置 9と 併 設 さ れ る た め 、 第 ２ 案 内 通 路 8pに 相
対 し た 最 下 端 に 取 り 付 け る こ と が で き な い 。 本 実 施 例 の よ う に 、 固 定 装 置 9の

に 保 持 装 置 13を 配 置 す る こ と に よ り 、 保 持 装 置 13の 第 ２ 案 内 通 路 8pの 下 端 部 配
置 と 固 定 装 置 9と の 併 設 が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に ホ ッ パ 1を 直 線 部 案 内 装 置 8か ら 分 離 す る 作 業 を 説 明 す る 。 ま ず 、 蝶 ボ ル ト 11a、 11b
を 緩 め 、 補 強 装 置 10か ら 外 す 。 次 に 、 ホ ッ パ 1を 図 1( )に お い て 紙 面 に 対 し 垂 直 方 向 へ 移
動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 湾 曲 部 案 内 装 置 7は 直 線 部 案 内 装 置 8か ら 外 れ 、 分 離 さ れ る 。 こ の
と き 、 直 線 部 案 内 装 置 8の 第 ２ 案 内 通 路 8p内 の デ ィ ス ク dは 自 重 で 落 下 し よ う と す る 。 し か
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空 間 12

い

ト ラ イ ア ン
グ ル 空 間 12

Ａ



し 、 保 持 装 置 13の ボ ー ル 13dも 自 重 で 落 下 し 、 ガ イ ド 傾 斜 面 13eに よ り ベ ー ス 板 8a側 へ 移 動
さ れ る 。
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